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【短報】ヨツモンヒメテントウの四国における記録
ヨツモンヒメテントウ Nephus yotsumon (H. 

Kamiya, 1961)は，本州および九州に分布するとさ
れており（日本環境動物昆虫学会編，2009），比較
的少ない種のようである（黒澤ほか，1985）．こ
れまで四国における採集記録はないと思われ，愛
媛大学ミュージアム（宮武睦夫先生の膨大なテン
トウムシコレクションが含まれる）にも本種の標
本は本州産のものが所蔵されているだけであった．
愛媛県において本種を採集したので記録する．

2個体，愛媛県西条市大町，17. II. 2014；20個体
（ほか多数目撃），愛媛県松山市杖ノ淵公園，17. I. 
2016．すべて筆者採集で標本は愛媛大学ミュージ
アムに保管している．これらは市街地の公園に植
栽されているケヤキの樹皮下にて越冬している個
体を採集した．
今坂（1982）は本種を九州から初めて記録したが，

やはりケヤキ生木の樹皮下から得られたものであ
る．大塚（1982）は樹種不明の樹皮下より本種の
越冬個体を採集している .また，吉富（1994a）は
栃木県南部の平野部の主に公園などに植栽されて
いるケヤキを対象に樹皮下で越冬する昆虫相を調

べ，その中で 10種のテントウムシを記録している
が，本種がもっとも個体数が多かった．また愛知県
からも同様にして採集されている（吉富，1994b）．
以上のことから，本種は市街地の公園などに植栽さ
れているケヤキの樹皮下を冬季に調べることにより
各地で容易に確認できると考えられる．
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